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◆今号では、「変化するアジアのものづくり現場と労働
運動の課題」と題して、去る６月にマレーシアの首都

クアラルンプールで開かれた第１回アジア金属労組
連絡会議の討議内容を取り上げた。「不安定労働」す
なわち派遣・請負・パートなど非正規労働者の問題
は、今や特にアジア全体で深刻な問題となっており、
各国金属労組とも法改正も含めて、一生懸命取り組
んでいる。同じアジアの金属労組の仲間たちが、不
安定労働の問題にもそれぞれ真剣に闘っている。相
互理解こそが大事だと痛感した。◆アジアで３回目、
この８月８日、北京オリンピックが開幕した。日本

り、鋼板用上ぐすりはガラスそのものにより
近く、厚みもあり、特殊技術を要する。それ
故、「ほうろう」とは言わず、「グラスライニ
ング」と言う。ライニングとは「線引き」つ
まりコーティングのことだ。
このように、ガラスと金属、双方の優れた
特性の結合から誕生した夢の複合材料がグラ
スライニングである。同社は、このグラスラ
イニング技術を用いて、わが国で最初に化学
工業用大型ホーロー機器（グラスライニング
機器）を開発して以来、長い歴史を刻んでき
た。1923年創業後、今日までグラスライニン
グに関する同社の特許取得は100件を超えて
いる。グラスライニング技術は、豊富な資料
と実績を不可欠とする体験工学ともいわれ、
わが国では唯一最高のパイオニアとして、化
学工業発展の礎石を築き活躍してきた。
大きな化学工場では、このグラスライニン
グのタンクが最低でも百基はあるという。ま
さに、グラスライニング技術は、化学工業の
飛躍的発展の原動力の一翼を担うまでになっ
ている。医薬会社の液体攪拌タンクの製造な

ども行っている。この他、グラスライニング
製品がメインで、反応缶、貯槽、熱交換機、
濾過器、蒸留装置などのＧＬ機器を製造して
いる。タンクの大きさは小は50リットルから
大は60m3まである。
製造工程は三つに大別される。まず鋼板を
切って、曲げて、溶接して、鉄のタンクをつ
くる「製缶工程」。現場は至るところ鉄板だら
けで、半製品の大小のタンクが並んでいる。
円柱の胴の部分にドーム型のヘッドの部分を
取り付ける溶接作業をしていた。薬剤液の攪
拌機などは高度な密閉性が求められるため、
特殊な溶接技術が必要な工程である。２番目
の工程は、タンクの内面にガラスを焼き付け
る「焼成工程」である。鉄とガラスという異
質のものを密着させて、強度な材質に進化さ
せるこの工程こそ、グラスライニングの特殊
技術だ。吹きつけはすべて手作業で行われる。
下ぐすり、上ぐすりを何度も吹きつけと焼き
付けを繰り返す。この薬の調合や吹きつけは、
ほうろう技能士という国家資格を持ったベテ
ランが担う。そして、３番目の工程が、タン
クにいろいろな付属品を組み付け、完成品と
する「組立工程」である。
表紙のイラストは、最後の組立工程で付属
品をタンクに組み付け作業している労働者を
描いている。焼成工程で仕上がったタンクに
付属品をボルトなどで据え付けるが、焼き付
けられた内壁などを傷つけないよう組立工程
は、２～３人でチームを組んで行われ、細心
の注意と技術が必要とされる。ここで、タン
クの内壁などを傷つけたりすると、１週間く
らいではすまないことになるので、組立には
熟練の技術と細心の注意が必要となる。
同社の誇りの一つは、製缶・焼成・組立の
すべての工程で、全品検査を実施しているこ
とだ。客先が薬品・化学の大手有力メーカー
であるだけに、技術と信用が絶対だからだ。
同社の品質方針として、①品質第一、②限り
なき改善、③全員参加の３点が掲げられてい
るが、少数精鋭ながら、日本のも
のづくり産業を支える気概と
誇りが、働く一人ひとりの顔
にみなぎっていた。（美）

最終の「組立工程」細心の注意と技術で付属品を
タンクに組み付ける。

が、44年前、1964年に東京オリン
ピックを開催したときを想起する。
折しも高度成長時代に突入し、世界の先進国の仲間
入りをすべく、みんな必死だった。公害問題も深刻
だった。新幹線や首都高速道路など突貫工事でよう
やく間に合わせた。北京オリンピックを契機に中国
がより民主的に大きくステップアップすることを期
待したい。特に労働組合の面でも、民主的で、真に
労働者のための組織に変化することを念願する。（美）

今回は、池袋から西武池袋線の急行で25分
くらいの所沢から二つ目の「新所沢」からタ
クシーで10分くらいのところにある池袋琺瑯
工業株式会社を訪問した。
社名からして、池袋に関係があると予想さ
れたが、同社の創業は、1923年12月に池袋に
琺瑯（ほうろう）工場を創立したことに始ま
るとのこと。今から約85年前の創立当時は、
池袋駅東口にある三越デパートのところに工
場があったとのこと。今の池袋駅周辺の賑わ
いからは想像もつかない。東京オリンピック
の３年前の1961年に今の所沢工場が建設され
た。今でも、池袋には営業所があるという。
製造する製品も時代によって大きく変遷し
ている。最初は、ほうろうの鍋釜を作ってい
たが、戦後の団地建設ラッシュのときに、団
地用のユニットバスを製造し、業績を伸ばし
た。しかし、オイルショック以降は、ユニッ
トバスの製造も減少の一途をたどり撤退。業
態を、グラスライニング技術を使った医薬用
機器の製造に転換していって、今日を迎えて
いる。
同社が手がける「ほうろう」製品は異色で
ある。塩酸や硫酸などの酸や各種薬品に強く、
それらと化学反応を起こすことのない「ほう
ろう」は製薬会社や化学工業関係の大型反応
機として活躍している。タンクの内部がいわ
ゆる“ほうろうびき”となっているが、この
特殊なタンク製造を池袋琺瑯工業が手がけて
いる。家庭用品などの「ほうろう」とは異な
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ＪＡＭ―池袋琺瑯
（ほうろう）工業株式会社

IMF-JC事務局長代行

若松英幸

現在の年齢が30～40歳でソ連崩壊(91

年)後の混乱期以降に富を増やした、いわ

ゆるロシア版ニューリッチを新ロシア人

と呼ぶそうだ。彼らは高級外車を好み頻

繁に外国を旅行する。わざわざドイツま

で1台1500万円以上もするベンツを買い

にきた新ロシア人に、セールスマンは笑

顔も見せず言ったそうだ。「お客さん、去

年も同じ車を買ったではありませんか。

あの車はどうされたのですか？」。客曰く、

「あの車は灰皿が一杯になってね」。ロシ

ア問題の権威、青山学院大学の袴田茂樹

教授から聞いたジョークである。米経済

誌フォーブスが発表した08年版長者番付

によると資産10億ドル(1035億円)以上の

富豪の数で、ロシアは87人と米国に次ぐ2

位に躍進した。01年は8人だった。富豪の

平均年齢も46歳と若く、鉄鋼や石油関連

など素材・資源関係者が多い。ソ連崩壊

当時、日本のマスコミで報じられたのは、

乏しい食料を求めて寒風吹きすさぶ中、

長蛇の列を成すモスクワ市民の姿であっ

た。いまやモスクワは世界一金持ちの多

い町であり、富裕層10％と貧困層10％の

所得格差が50倍にも達する格差の町とも

言われている。

国連によれば世界人口の半数(約30億

人)が2US$/日以下で、20％が1US$/日以下

で生活しており、飢餓やエイズ、低識字

率など様々な問題に直面させられている。

反面、前述のロシアのように資源バブル

ともいえる状況も世界各地で見られ、資

源、資産、経済、所得、消費、教育など、

持てる者と持たざる者との格差拡大がグ

ローバルに蔓延拡大している。

国際労働運動の主流は、反グローバリ

ゼーションである。日本の立場は、グロ

ーバル化は世界規模での雇用創出や生活

水準の向上をもたらすことを是認した上

で、不安定労働や格差の拡大、環境問題

など負の側面に対し、国際連帯のもとタ

イムリーかつアグレッシブに対応してい

こうというものである。日本でも非正規

労働者の増加は社会問題化し、ジョブカ

ードや若年者トライアル雇用制度の導入

など、様々な対策を講じつつある。また、

最低賃金についても、国際水準1,000円/Ｈ

程度への引き上げとまではいかないまで

も、生活保護との整合性や高卒初任給を

目標とした引き上げなど政労使の合意が

なされ、改善への舵が切られつつある。8

月6日に出された地域別最低賃金引き上げ

の目安は、生活保護水準を加重平均とし

ていることや都市と地方の格差拡大など、

いくつかの課題は残るものの、平均で昨

年を1円上回る15円程度の引き上げが答申

され、一昨年までの数円を巡る攻防から

大きく前進した。

IMFは2008年10月7日を「IMF不安定労

IMF-JCホームページアドレス http://www.imf-jc.or.jp

働に対抗する世界行動日」に制定し、傘

下組織に世界規模での行動を促している。

JCはこの方針の下、連合と連携しての大

規模な集会開催や、定期大会での決議採

択、府省要請、海外労使紛争防止セミナ

ー開催などの取り組みを行い、不安定労

働の解消やディーセントワーク(働きがい

のある人間らしい仕事)の実現に向けた取

り組みを検討中である。

JCが呼びかけて、第1回アジア金属労

組連絡会議を6月26日(木)から2日間、ク

アラルンプールで開催した。テーマは

「不安定労働に対するアジア金属労組の取

り組み」で、移民を含む非正規労働者の

増加がもたらす不安定雇用の拡大や労働

条件の低下圧力、組織化への障害、多国

籍企業による労使紛争など、様々な課題

を事例紹介も交えながら、活発に議論し

た。

会議では、「どうして日本は生活保護よ

り働く人のほうが所得は低いのか？」と

いう素直な疑問も提起されたが、セーフ

ティーネットとしての最低賃金を、交渉

のテーブルで十分に引き上げ得なかった

労働組合としても、反省すべき点は少な

からずあろう。

またマレーシアからは、海外からの家

政婦受け入れについて、年中無休の厳し

い労働環境の中でもフィリピンとは政府

間の協定があり、週1日の休日が与えられ

ている実態も紹介された。

今こそ政労使が国際連帯し、グローバ

ルなセーフティーネットの構築とディー

セントワークについて真剣に考えるべき

時である。

グローバルな
セーフティーネットの構築を


